
生餌蓄養施設々置適地調査

拘当者課長頼 茂

I 目的

釣延網漁業の感な北部海IX.においては，今後孫々之等漁業の伸鳥育成助長を図るべく，沿岸漁

業構造改葬事業計画がなきれているが，その一環として耐水蓄養殖(生餌)腕設の道入爪取掲げら

れている。

よって今回は生餌を使用する漁業の実態を明らかにし，併せて施設予定地の現場踏査を行い，今後

の実摘に当り参考に資する予備的調二査を行ったものである。

E 謂奇内容及び調杏結果

(1) 調幸子期間及び場所

3 9. B. 5 

3 9. B. 7 

(2) 調査結果

弁天島周辺(月1)図参照)
5ケ所

白糠地先 ( /1 
4ケ所

A 聴取調査(生餌を利用した漁業実態について)

a 大開地先

備 考

中村普及員
組合理事2名参事 1名

山本普及員
研究会長参事 1名

との地同で水揚げきれる魚椅の順位はマグロ，マス(サクラマス・・・ 1.本的，カラフトマ

ス・・・流網)，プリ， ヒラメ，ソイ， タ十ゴのI1闘であるが，昭和 38年度における総水上最

は約 15日万匂 2億 2千万円である。この外に総水揚高の約 1/ちが他地区に水場げされて

し、る。

〔号1)茅I， H， Ifr参照のとと〕

主な水揚げ (昭和 38年度)

海藻類
、F
ん ぶ 2 88.25 1 Kg 4 3.80 2.1 9 7円、ー

わ 1弘、 め 90.481 1 8.0 28.1日8

貝 類 あ わ ぴ 5司130 3.580司643

魚 類 ま <" ろ 23口、777 6 3.6 4 0.48 8 

そい，あぶらめ 44.30 6 4.0日日 408

ま す 3 1弔 574 7.652.986 

ぷ り 98.182 22.27 7.5日日

た し、 1.1 82 261、497

す ':;.' き 9，537 1.372.996 

かれい，ひらめ 73.863 6.52口、日 94

た 」ヲ 253.769 1 9.1 4 9.03 4 

し、 台、 21.540 589，7 2 6 
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まぐろ漁については，三時 ffI析でどれ始めるととの地方にも姿をみせs 本年の初漁は 7月6

円であった。反対に三厩でとれるとこの地先では漁が少ないという現象1/.あるの

ワカメは尻上りに好調で，予待、以上の収務があり，昨年の i0 %存度で B月以降も成育して

いる。またゴシプば昨年の 1.5倍増の水場げが予想、きれている。

b 白織地区

白糠における漁船勢力は静力船 100隻(1 0 t以上 14隻， 5~10t14 隻， 3 ~ 5 

t 3隻， 3七以下 69隻)無動力船500隻であるが，舟場(f場が増設きれれば 20 ~ 3 0 

隻の舟が動力化される可姥性がある。

現在餌料を使って操業している漁船は 7 0 隻(口 ~3 トン)程度(昭和 3 6年以前は 30隻

樫度)で，本年は時化続失のため出稼ぎが多く，稼動している船は 25隻程度である。之等

2 5隻はヒラメの曳釣を主にやっているが，利用する餌はイワレからドジョウに移行し，之

も本年から擬餌に転向する傾向にJちる。 ドジョウは田名部，三沢上り 1升1，5 0 0円理度で

購入しているという。

次に 7月末から 1 1月まで操業するブリ延縄にイカを使用するが，本年試験した縞果から一

本的に移行する可能性が充分にある。前についても同様である。

生餌を用いてのヒラメ，スズキ，マゲロの治奨開発については，近い将来の計画として考慮

中であるが，現在では未だ大々的な漁業転換渋々罰しているものでもなくやっとその緒に就

いたところである。(男IJ実 s，直参照)

なお原和 37年迄は 5トン以下の漁船は 1-6月までしか操業せず， 7月以降は 5トY以上

の船に乗込んで操業する状1児で， 3 ト γ 未満で年間操業する船は 1~2 隻に )ffþ~なかった。

昭和 38年になって， 3トソ来〉訴の船で 15 i差樫慢の船が年間操業した斜粟水揚げを増した

ととも原氏1しているが，年々， 主日守司事(;i号じて操業する弘、が増えるものと思われる。

(日IJ麦H参照)

土也先における漁獲警を角、切と渋海j狂言案類にわけてその割合についてみると， 豊漁の年で 6 ・

4， ~漁の年では?げとし\う数字を示している。特にワカメは大した変動はみられないが，

ゴンブの年変動が大きい。

誌 と 昭示t]3 8年 昭和 39年

ワ カ メ 28β75 Kq 26，2 5 OKq( 3同口苛)

ゴ ン ブ 1 8‘750 Kq 7，5日oKq(予 拐、)

←ー一

B， 現場調杏(蓄養娯設置(!i;'そます平支豆地)

a 大開地IX(同IJ図1) 

Aii. 1 弁天島]1=借り(大釜)
左の買取灰!のようにきり玄った岩格で三方が閉まれ，

東側に持r:lLている小きい入江である。

7kifcUま2t 8"C ( 8. 4 5' ) 

なおとの問イ昨Hこ約2倍の商工責を有する入江があるが， 南

東の.igt¥を真正前iこ受ける危険性がある。



Ai.2 弁天島東側11

7K深2rn 

《多乞
A r:?:フx

aaL7mO 

一帯が岩姥で，底は閉凸があり満潮時(干満の差

5 9Cm( 8月 15日))には殆んどの岩が上被に洗

われる状態になるが，潮通しの良好な点では最高と

恩われる。

もタ
水視 22.3"G(1 l' 00") 

以上三地点を選定して調査を行ったが，当地区の地形投ぴに海気象についてみると， (以下

沿岸漁業構造改善事業計画書より抜翠及び聴取)

・地形 大問地先では，ー紗に水深30-5日mにかけて急に柊 ζなっており，等瀞泉

も沿岸線に平行になっている。底質は 10 -20m緑川ー艇に有株又は岩礁である。

(号11図I) 

・気象 (1) 気泡

1尽の-22. 1"Gが最底で，最高は 7月の32.2"Gとなっている。

(2) 風向

1 1月-3月間風

4月-5月 珂から南寄り

6月-7)千 -Jt北東になるが，最大風向は丙南西

8弓-9月 最多風!司は北北東であるが，最大風向は安らない。

1 0 !:j以降 丙に煽り，丙北南となるが，最大風向は南南東

大問地先における 1月と 8月の風間図

¥ 一一六
1月

i3i 風速

→← 8月
o 20 4口%
1一一小一J一一一」

1 2月- 5月 4. 2 ~ 4. 7 r[内田最高4月の 4.7m〆河口

ι 月 ~1 1月 5悶 2- 5.8ル合e己 最低 8 庁~? FJの32ry色町

年平均では，他地I向こ上lぺて最も風速の少ない地帯で，最多1$1，lr'i]がWNWであ
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-海R"

ることはr 他の地区が S¥Vであるととと著しく異なる現象である。

(4) 年間天気月数

[王L三上空司玉1E土±コ
じ6R142司j2

(1) 潮被(別!きllT表照〉

大!司令:ぇ fもや弓:S 1~~7 ノ/ノトの毒差点平 v 、:晴れが海峡rþ央音ílに 1向けて取の方に

持売れている。

(2) 波浪

!員 i支 波高

1 G ~ 5 ):) 
F罰浪

6- 8月

ち ~4 i~2 I1::(οr 3--.，，4rn) 

2 - 3 0， 5 - 1 rn内外

3-る 4邸前後

うねり 2- 5尽 一時うねりが高くなるととがある。

5- 8月 34m以下，波長 10 0 rn以下

(3) 水温(別!司H参照〉

6月にはいるとほ，;!1 5 -1 6 'cの水域となり， 7月に入って表面水漏は夫々

2日-2 i 'cとなり， しかも潮祈1は阜〈なって来るため水温のk昇がみられる。

-年間海上従事月数

2 9日未渋Y

8，)' % 

6よ%



b 白糠地区

水深 2m ( d.7.守口 0" ) 

、，、~

".、...__/~、/""

線

一
定

一
予

対

防
一
軒

堤
一
昨一種

-レ」ワノア

/升

..-，咽戸、./-../・、/'0./'ゾ~、~

海岸保全護岸工事予定
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Æí. 4 白糠学物~崎

Ai. 1. 2. 3 の候補地は何れも隣接し，干潮時に露出する岩格地帯で，その巾は凡そ 20~50m

で;f， 1)，岩礁の表前は凹凸し，岩礁の先端はリアス状を呈している。

Ai. 2. 3は天然の潤であるが， Jfo. 2は精々狭く E干潮時の水深が浅きに渇ぎる嫌いがある。

仮 5は1雨情は広いが，身山機場へυ)湧践として手q明きれている現状では繋がある。必 1は突出し

だ結悼の間的(月の痛の)を利明し kうとするまヲので， x有における落安全は体か 0.8mで， ×JA 
.t 1)沖山Lの岩理署の部介は満潮時で 2/3ば惣出するが，波j疫があれば 1ぺ理度しか残らない。

Jfo.4のT也さは白糠港内の南鳴の部分であるが， {，周々 本港が第 4積避難港と lて指定を受けてい

る関係土問顎が残る。

三当封負方のナめ形投ぴに海気象についてみるど， (以下沿岸漁業構造改善事業計画書並びに聴取によ

る。)

・地形

宥噴草地帯は海岸より張市した岩礁地帯で，水深50 m附近まで拡がっている。大小の鳥，特も

多く点在するが，殆んど 1日 rn以浅に分布し，沖に張り出した平司草地帯も干漸時には殆んど露出

する。

・気象

(1) 夙 風向 12- 3月 WSW (最多風向)

4~ 5月 SW ( 

6 ~ 7守 日

8 ~ 1 1寸♂W

風速 ~.i 平均 4. ヲ n)/Sεc で県内でも怜1. 、鼠.，，~:_，:_需:の範A警にある。

r/l ir;i-n実気日数
一一六

5

一一言
E

↑

1つ心

一
一
が
一

3

一

「
パ
ー
ト
…

一

一

2

一

一三
U



-海況

(] ) 白糠均先水視( 1 9 6 4. 1 ..~ ，j tj ) 

他地区に較べて令釈にイ氏[1ヴ， 2 Ij Iこ :3 r'H二最高:;y:;示しているの (別関I参照 j

(2) 潮流

東部地灰め岸部ジ亡す崎はけや震亦勢力によるwl慌の告さ問をj通じて"、るが， とのnn最も勢力
を増すのは 5月下旬~‘月にか a てであって買矧にそ 、お力が矯大している。

(31 曳減
二匁期間iこは風波が高<. そ期仕様かとなっているれまた台風や低気圧::":)海岸に接近

し， 1諸制法と合致すると応ピタとなって大きな被努を斉らすことポJ怒る。

• 1白地先におげる司再E図

一一十 一一￥一一
1月(1 950~59) 、、 B片(1 950"， 59)

I一一一一一寸一一一一一ーす。 20 4日仏

-白糠j也先に潟げる天気[]数及び嵐1司(白糠における観測記録による)

N 日二;正ι39日5月 4月 5月
(40 . ) 

雨 41 31 41 -1 11 21 4 

うそ雪 一一一 1日 11 1 7 1 1 一

晴 1611711311116110112

2 

一一
霧 2 ? 3 一

SE 1 7 1 3 16 11 ? ι 2 4 2 

風 B ι 1 0 9 ι 8 7 5 5 5 1 2 

S 4 8 4 

NW 5 4 5 12 ι 4 

l珂 SW ι 今 2 5 5 

ι 内 2 3 も 1 0 1 2 1 1 9 
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U4「 47iγ
し、 カ主

ます

きけ

たなど

携わぴ

ぷ
め
仙
川
一

ん

か

の

一

計

こ

わ

そ

一

352‘000 Kg 

53，0 00 

1 3，0 00 

12、000

7，000 

59，目。。

4 0，0 0 0 

竺-~街 数

7 8，93 0，日日日月

1 1，7 4 0.0 0 0 

3、280，0 0 0 

1，280司000

4司口口口、000

7，0 5 0.0 0 0 

4、45口、000

相

8 0，60 0司000円

8，620司o00 

1，0 4 0，0自白

8 3 0，0 00 

4，250β00 

8，9 1 0，0 0 0 

6，2 6 0，0 0 0 

55，000 I 3，910，000 
5 91，00日し」工4，640，000

26.0 C 0 I 1，950000 
89 2，00 0I  11山 0，000

府老察

a 大開地!天

餌ま，).書写養怖設の設晋計画についてほ相合から昨年l異に申詩がなきれており手 またネ;年6月 27 

目的元研究会婦人部との懇談会の荷ヒに約いでも宅筈設費にっし、て実方針方の決議が介されている。

事実大問地~の漁業の安肯1ーからみて卒、その主要漁業で為る'川口 f旬こ多〈の餌事，[ ( 5 0 TiK9 +-

5 0 Kq= 1日‘ o0 日本がダ J袴さhるマグロの実体数とイ反定すれ;三その前後において消費する主餌

は齢、〈ともとの数供とみなければならない)を要することは明ドかであり，そのftllの宅餌を使用

する漁業の漁湾壇から推しでも

まぐろ 5 0 0 0 0 0 +- 5 0 = 1 0， 0 0 0本¥
4 4、口口口← 0.75 = 5 6‘000友 l 

9 8， 0 0 0 ト 5= 1 9，6 0 0木 i
9，5 0口← 3 = 3，1 7日本 j 

4， 4 0 0← 3 = 1， 4 7 0本/
計 90，2 4 0本/

実際に水楊げきれる魚体数は砂とも 10万本以上と推測されるので，

そい，あぶらめ

ぷ り

す』き

そ し、

使用される餌料墳は魚種に

よって数倍から 1日数倍もの莫犬台数震が務保きれねばならないことは充分守、像、出来る。

また併せて前述(耳IJ表 1)のよろに，時期に応じた餌料の狩i果が図られるならば，この地方の漁

業に大きく寄与するものと思われる。

今回の設置予定j!と調査については下記のとおりであるが，夫々難点がある。

Ko:l 坐餌使用の最感期における収容能力から判断して狭時(約 2日om)で且つ水深が深過ぎ

る嫌いがあり，作業能率の低下が予測きれる。
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Ai2 Ailに比べて，梢々広いが現状のま』ではJI文洋効果1->伐い。(約250rrO

Ai3 三ケ所の内p 面積及び潮i!1'iし並びに位置からみて，最も適地と思われるが点在する岩礁と

宕礁との聞をコンクリートj廷で湾給する工事に多箱の費用を要するものと思われる。

そのf的Ai1. 2はj現形的に三方共天然の宥特によって矧まれ，一方が出入口とたっているが，必2

の出入口は特に狭<，湖沼しの面では最低である。とれに比べAOは併と同様人為的工作は必要

であるが，総ての条件をイ靖夫 ζいる。[)律何れも相当の風波を受けるので，之に対応した工事が必

要と考えられる。蓄事p也をJ宣るに当って先ず考えなければならないことは，

1 )海水交流の問題

2) 池!底鮮度の維持問題

3) 魚網の張り方(保持方行マ)の間病

の三点一ごある。こうしたととから261を利用するとするならば，潮の出入口は当然網仕切りによ

らなければならない。 c水深6.4[且(子潮時)) 
之には別図Aのようにと端及び水両部を問定した方式をとるのが一審妥当と思考きれる。と同時

に池内は小雪I1式に魚を囲い，何時でも搬出態勢がとれるように考案すべきである"

必.2は桝の出入口を現在の外に 2ケ所求。けて中の潮廻りを奥くするよう工夫すると同時に，底部

を爆破により深くする必要もある。E!Pち干汐時に砂〈とも水深を 3m前後にすることである。

ア¥ノミイプ(同定)
ソ勺

‘邑V 、主轟
コ'-"/~77 ノア/77寸づ?

別図 A

また 1 O. 2の外聞りの宥盤地帯は，下波を真正面に受ける関係か

ら嵩上げする必要がある。

イiJf:hにしても構築後は浪による魚の逃亡を防ぐため"かえし"を設

けるととが必要と思われる。

日候Ai2については現状では海底鮮度維持が問題になるが，工作を施

せば何れもこの点は大して考慮を払う必要は感ぜられない。

最後に弁天鳥周辺において待機する漁鮫にとって，何れのイ則からも

生餌の供給を迅速旦 wつ容 ~r'こ暫ナられるよう Lすることが望ましい

ととであるので，出来れば烏の東側 2G~"ií"こ各ーケ所宛の蓄養池を設け船の接岸を容易ならしめ，

生餌を損傷するととなく積換えが出来るように計画されるべ舎であると考える。 Ai1. 2は何れも

収容面積としては梢々狭きに失する感がある。よって東側においては大祭附近一帯即ちAi.1. 2と

それに隣接する入江の一帯を以て之に充てるととが望ましいと考えられる。

次に蓄養池完成後における管理運営が一番大きな問題として考えられるが，餌料の補充程度のも

のを行うのであれば，現在各人によって行われている小規模な蓄養方法(網，止ドー筈， タコ船等)

でも充分事足りているのであるから無理して設ける必要もないように感ぜられる。然し当地区に

おける基幹漁業たる泊滋性高級魚を対象とした釣，延縄漁業のと主産性向上を図る上には，極力集

団操業体制に指向し，それに必要な餌料の需給商の見通し，蓄養輸送技術について，今から充分

検討してお〈必要があると考えられる。

b 白糠地区

本地区における生餌蓄養に対する関心度は大間地区に比べ低調で，左程切実きは認められない

カミ現在生餌利用の漁業が開拓されつつある実状並びに将来の計画性からいって，設置について

は之等のことを考慮に入れて対処すべきであると考える。そのーっとして蓄養池を他目的(例え

ば休閑期はアワピ蓄養場として利用)に使用出来る条件を具備4したものを設けるととも考えられ

る。

設置予定地のj裕子査の結果設置するに当つては Ai 1. 2. 3を各々独立させた蓄養場とするよりは，
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必 1.2. 3を併合したものをもってー素養場とする方が得策かと思考する。

なお今後。ュ漁港整備工事等との関連も当然予想、きちてるので， 充分検討の要がある。

j阪4については漁港内(第 4庵避難港)というとと，港内に柱<，明神!l1と押「!ー沢とに上って汚濁

えれる欠長はあるが， 面積， *~菜，詩~)前し荷埼み lこイ便利な点からいって，柊好の;場所と思われる。

何れにしても永久鳩言をどいうことになれば，当的先に突出する号若草地等の一部のJ期金利用するこ

とになろ弓が， 当地方はとりわけ波浪に対する防禦純設(堤防)の腎卒きが要求される。



月IJ表 I 大問地区における漁業支柊

主}:'、 六万昨日
し、~.刀:タlモ均付け

てrjl，~，'イ，ベイ"
十三~' ~Vジヲ内

ドジョウは岡崎浦村，易問聞で使用しているということ f千本忍"0;， 8 3 8 /当 1)1、50 0 r-!で田名川上 iノ殺人;て 4X 4 X 0， 9 m (砲円 3
i fn，水位0・ 1m )のゴンクリート池了約 30.0 0 日前約えてつ山るつ
魚市 l操業開操業期間|月日j問巴」 イ安心耳石 三 ;互一一万一一.-..:.------一一一

~ 1.. ，.1 1釣の場hiよ Jク ._~.. I 
官7す YJ量1 10日饗|円ヲ~1 Of刊 - I ~ ~ '，~ "，. ~ i s 3 8 0957]Kヲ ! 1~5hpのもの

目延納の燥合材、 に 1

i 一一正一一1竺埜塑閉劃埜埜型割竺塾割竺到|T円担戸EZ1豆;主-主三)/t ~i 
1 ~ I一 1 う鮮は時郊σの)i

「ゆとJ>..t"'iめ 1 100隻|局?年 1 1-""'" 1838 什!4ijKq I 1 ~ 9 KqC1私心情るが平均 31¥9 
!J" ， --'" '1  1もの令佼-')

| とのク1'，餌としてフクラゲ，ク十ゴ， e G七が使われているがタ ブクラグは急場凌~として用いられ，漁は来い。タナゴは使号人主ある j

ti と1." "j程度である。何れにしても餌料を確保するのに一週間樫，漁を休りととがある。また漁の良否は餌と楼術の如何にか』っているとし、つ
まi て語、よい。解料として使われるイカは 6月中句から 1 1 j~ 迄漁がある杭本年の夏イカは例年の 1/3 と不漁でuったっ
{ 待合的に餌料の蓄養期聞は 7月から 10月にかけて行う必要があるというととである。
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男IJ表直 つり漁業議書 白糠漁業協同組合
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北部沿岸水調 (S33~37)
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